
【表紙】
 

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 2020年２月12日

【四半期会計期間】 第73期第３四半期（自　2019年10月１日　至　2019年12月31日）

【会社名】 ソマール株式会社

【英訳名】 SOMAR CORPORATION

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長　　曽谷　太

【本店の所在の場所】 東京都中央区銀座四丁目11番２号

【電話番号】 03-3542-2151

【事務連絡者氏名】 Ｆ＆Ａ部長　　今井原　俊彦

【最寄りの連絡場所】 東京都中央区銀座四丁目11番２号

【電話番号】 03-3542-2151

【事務連絡者氏名】 Ｆ＆Ａ部長　　今井原　俊彦

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所

（東京都中央区日本橋兜町２番１号）

 

 

EDINET提出書類

ソマール株式会社(E02673)

四半期報告書

 1/17



第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第72期

第３四半期
連結累計期間

第73期
第３四半期
連結累計期間

第72期
連結会計年度

会計期間
自2018年４月１日
至2018年12月31日

自2019年４月１日
至2019年12月31日

自2018年４月１日
至2019年３月31日

売上高 （千円） 17,711,150 15,929,499 23,048,092

経常利益 （千円） 862,410 203,068 941,720

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益
（千円） 749,997 69,486 795,741

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 417,241 153,664 508,606

純資産額 （千円） 12,405,930 12,550,235 12,497,179

総資産額 （千円） 20,541,320 20,751,353 20,549,004

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 386.42 35.81 410.00

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 60.4 60.5 60.8

 

　回次
第72期

第３四半期
連結会計期間

第73期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自2018年10月１日
至2018年12月31日

自2019年10月１日
至2019年12月31日

１株当たり四半期純利益 （円） 115.04 57.78

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。また、主要な関係会社の異動もありません。

　なお、第１四半期連結会計期間より、新たに事業を開始したSomar Europe B.V. 及び SOMAR VIETNAM

CORPORATION Co.,Ltd.を連結の範囲に含めております。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動等、投資

者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項は発生しておりません。また、前連結会計年度の有価証券報告書

に記載した「事業等のリスク」についても重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1）財政状態及び経営成績の状況

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境が改善しているものの、中国経済の構造変化

や米中貿易摩擦などによる経済情勢の不透明感から、民間需要や輸出に力強さを欠き、設備投資マインドの悪化も

相まって、企業業績の減速が顕在化しました。今後の経済状況につきましても、米中間の貿易摩擦を中心とした対

立は、長期化すると予測され、中国人民元相場等の為替動向や、国内における消費税率引き上げによる個人消費の

落ち込み、更には中東・東アジアにおける地政学リスクなどにより、先行きの見通しが極めて難しい状況となって

おります。

　こうした状況下で当社グループは、引き続き当社グループの特長を生かした事業運営とスピーディーな経営判断

を心がけ、関係するグローバルな成長市場を中心に、独自の差別化製商品の拡販と新規顧客の開拓に努めるととも

に、顧客に密着した生産・物流体制の更なる改善にも取り組んでまいりました。しかしながら、中国経済の変調は

グローバルな受注環境に広範な影響を及ぼし始め、主要な関係業界の受注動向の減退により、当社グループの業績

が低迷することとなりました。

 

　その結果、当第３四半期連結累計期間の経営成績は、売上高が159億2千9百万円（前年同四半期比10.1％減）、

営業利益が1億9千1百万円（前年同四半期比76.8％減）、経常利益が2億3百万円（前年同四半期比76.5％減）とな

り、親会社株主に帰属する四半期純利益が6千9百万円（前年同四半期比90.7％減）となりました。

 

セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。
 

　　［高機能材料事業］

スマートフォンなどの電子機器業界向け関連製商品の販売では、当第３四半期においては回復の兆しが見られて

きたものの、当第３四半期連結累計期間における既存主要顧客への受注活動では、特に上期に著しく落ち込んだた

め、関係するコーティング製品やフィルム表面加工製品並びに関連高機能フィルム商品といった差別化製商品の販

売が大幅に減少しました。また、自動車部品業界向け製商品の販売では、米中貿易摩擦による世界市場の減速化に

より、前年同四半期を下回りました。その結果、当事業全体の売上高は115億4百万円（前年同四半期比12.5％

減）、営業利益は2億8千万円（前年同四半期比70.2％減）となりました。

 

（主な製商品群の概況）

製商品群 概況（数値は前年同四半期との対比）

コーティング製品

スマートフォン向けコーティング製品の販売は、新機種端末の販売動向が低調に推移

し、当該機種向け電子部品製造用の製品や光学機器向け遮光部材製造用途の製品の販

売が大きく減少しました。また、同様の理由により、フィルム表面加工製品の販売も

振るわなかったことで、31.6％の大幅な減収となりました。

高機能樹脂製品

自動車部品業界向け電気絶縁用樹脂製品や、電気・電子機器のセンサー用樹脂製品の

販売は、米中貿易摩擦等の影響により、世界自動車市場の鈍化が顕在化し、5.6％の

減収となりました。

電子材料
電子機器向け回路基板材料の販売は、自動車や産業機器向け用途は堅調に推移したも

のの、スマートフォン向けの需要が大きく減少し、12.5％の減収となりました。

機能性樹脂
自動車向けなどの熱可塑性樹脂や樹脂用添加剤、回路基板材料用の熱硬化性樹脂の販

売は、関連市場の需要動向の低迷により、5.5％の減収となりました。
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　　［環境材料事業］

主要な販売先である製紙業界では、新聞・塗工紙の市場が低迷しているものの、板紙・生活産業用紙の使用用途

が拡大しており、当社グループにおいても、市場ニーズに応じて、特長を生かした差別化製商品の拡販と新たな用

途や周辺市場の開拓等に取り組んでまいりました。競合他社との厳しい競争が続く中、自社製品の販売では、とり

わけ品質機能を向上させた製紙用ケミカルズ製品の販売が増加しました。また、仕入商品の販売では、製紙関連ケ

ミカルズ商品が、既存商品の拡販や新規商品である『Y-CUBE』の販売などにより増加しましたが、紙塗工用バイン

ダーが、原材料価格の下落に伴う販売価格の引き下げなどで減少し、前年同四半期を下回りました。その結果、当

事業全体の売上高は33億3千8百万円（前年同四半期比5.1％減）、営業利益は1千5百万円（前年同四半期比593.3％

増）となりました。

 

（主な製商品群の概況）

製商品群 概況（数値は前年同四半期との対比）

ファインケミカルズ

製紙用ケミカルズ製品の販売では、品質機能を向上させた製品の投入により、新規採

用の実績化に繋げるとともに、工業用殺菌剤の販売では、主力の製紙分野以外の用途

向け販売も展開したため、全体として7.9％の増収となりました。

製紙用化学品

製紙関連ケミカルズ商品は、拡販や新規商材の導入で増加したものの、原材料ナフサ

の価格低下により、紙塗工用バインダーの販売価格が値下がりしたため、8.3％の減

収となりました。

 

　　［食品材料事業］

食品材料事業では、天然の食品素材を主要な取扱商品としており、的を絞った施策の下に、食品業界などへの拡

販に鋭意注力してまいりました。これに加えて、これまでの営業活動で蓄積した食品に関わる様々な情報や技術を

活用して、新規商材の発掘や市場の開拓、更には、独自性の発揮できる新規複合食品素材の開発といった新たな

テーマにも積極的に取り組んでおります。当第３四半期連結累計期間では、乾燥野菜の販売は、暖冬の影響等によ

り出荷が伸びなかったものの、新規商材の取扱や新たな用途の需要開拓等を積極的に推進しました。その結果、当

事業全体の売上高は10億2千6百万円（前年同四半期比1.9％増）、営業利益は8千4百万円（前年同四半期比8.4％

増）となりました。

 

（主な製商品群の概況）

製商品群 概況（数値は前年同四半期との対比）

食品素材等

天然の増粘安定剤の販売は、相場の高騰による仕入価格の上昇等で、市場環境が厳し

かったものの、新規用途向けの採用により前年同四半期並みとなりました。乾燥野菜

の販売は、暖冬の影響等を受けながらも、積極的な営業活動を推進し、既存商品の取

扱シェア拡大を図ったこと等により、売上は堅調に推移し、全体では1.9％の増収と

なりました。

 

　　［その他の事業］

当社グループの成長を支える新たな事業領域を開発・育成すべく取り組んでいる「その他の事業」では、新たな

ビジネスチャンスの可能性を追求するため、市場開発用に新たな商材などを導入し、試販等による事業化への検討

を行っております。当第３四半期連結累計期間における「その他の事業」の売上高は、5千8百万円（前年同四半期

比45.4％増）、営業利益が4百万円（前年同四半期は営業損失0百万円）となりました。

 

(2）経営方針・経営戦略等

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4）研究開発活動

当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、2億5千7百万円であります。

　なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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(5）資本の財源及び資金の流動性についての分析

　①資金需要

設備投資、運転資金、借入金の返済及び利息の支払い、並びに配当及び法人税の支払い等に資金を充当してお

ります。

　②資金の源泉

主として営業活動によるキャッシュ・フロー、金融機関からの借入れにより、必要資金を調達しております。

　③長期借入金

当第３四半期連結会計期間末の有利子負債は34億5千万円であり、この内訳は、金融機関からの長期借入金34

億5千万円となっております。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

(1)【株式の総数等】

①【株式の総数】

種 類 発行可能株式総数（株）

普通株式 6,000,000

計 6,000,000

 

②【発行済株式】

種 類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2019年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（2020年２月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内 容

普通株式 1,958,734 1,958,734
東京証券取引所

（市場第二部）

単元株式数

100株

計 1,958,734 1,958,734 － －

 

(2)【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3)【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

(4)【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金
増減額
（千円）

資本金
残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2019年10月１日～

2019年12月31日
－ 1,958,734 － 5,115,224 － 4,473,939

 

(5)【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6)【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（2019年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

    2019年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内　容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 18,300 － 単元株式数　100株

完全議決権株式（その他） 普通株式 1,922,300 19,223 同上

単元未満株式 普通株式 18,134 － 一単元(100株)未満の株式

発行済株式総数  1,958,734 － －

総株主の議決権  － 19,223 －

 

②【自己株式等】

    2019年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

ソマール株式会社
東京都中央区銀座

四丁目11番２号
18,300 － 18,300 0.9

計 － 18,300 － 18,300 0.9

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内

閣府令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（2019年10月１日から

2019年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2019年４月１日から2019年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2019年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,739,528 4,966,732

受取手形及び売掛金 5,272,329 5,324,906

電子記録債権 1,894,393 1,721,218

たな卸資産 2,649,314 2,415,219

その他 260,794 249,169

貸倒引当金 △45,598 △45,578

流動資産合計 14,770,762 14,631,667

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 1,479,232 1,512,687

機械装置及び運搬具（純額） 597,391 761,786

土地 380,439 387,164

建設仮勘定 105,497 48,111

その他（純額） 95,594 89,031

有形固定資産合計 2,658,156 2,798,781

無形固定資産 88,457 98,926

投資その他の資産   

投資有価証券 1,733,084 1,853,497

退職給付に係る資産 159,744 186,171

その他 1,620,713 1,664,183

貸倒引当金 △481,914 △481,874

投資その他の資産合計 3,031,627 3,221,977

固定資産合計 5,778,241 6,119,686

資産合計 20,549,004 20,751,353

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 3,564,531 3,550,650

1年内返済予定の長期借入金 3,500,000 －

未払法人税等 48,385 25,983

賞与引当金 128,464 81,557

その他 671,647 812,571

流動負債合計 7,913,028 4,470,762

固定負債   

長期借入金 － 3,450,000

資産除去債務 61,920 62,030

その他 76,875 218,324

固定負債合計 138,796 3,730,355

負債合計 8,051,824 8,201,118
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2019年12月31日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 5,115,224 5,115,224

資本剰余金 4,473,939 4,473,939

利益剰余金 1,768,633 1,738,490

自己株式 △55,985 △56,964

株主資本合計 11,301,812 11,270,689

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 441,829 569,875

繰延ヘッジ損益 △2,234 1,517

為替換算調整勘定 903,959 846,134

退職給付に係る調整累計額 △148,187 △137,982

その他の包括利益累計額合計 1,195,367 1,279,545

純資産合計 12,497,179 12,550,235

負債純資産合計 20,549,004 20,751,353
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間

(自　2018年４月１日
　至　2018年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年12月31日)

売上高 17,711,150 15,929,499

売上原価 14,589,175 13,383,338

売上総利益 3,121,975 2,546,161

販売費及び一般管理費 2,297,560 2,354,913

営業利益 824,414 191,247

営業外収益   

受取利息 6,592 10,494

受取配当金 44,409 48,234

為替差益 5,192 －

その他 17,098 20,758

営業外収益合計 73,292 79,487

営業外費用   

支払利息 23,686 20,084

債権売却損 2,317 2,253

為替差損 － 23,788

その他 9,292 21,540

営業外費用合計 35,297 67,666

経常利益 862,410 203,068

税金等調整前四半期純利益 862,410 203,068

法人税、住民税及び事業税 88,962 36,620

法人税等調整額 23,450 96,961

法人税等合計 112,413 133,581

四半期純利益 749,997 69,486

親会社株主に帰属する四半期純利益 749,997 69,486
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間

(自　2018年４月１日
　至　2018年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年12月31日)

四半期純利益 749,997 69,486

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △296,558 128,045

繰延ヘッジ損益 1,650 3,752

為替換算調整勘定 △50,820 △57,825

退職給付に係る調整額 12,972 10,204

その他の包括利益合計 △332,755 84,177

四半期包括利益 417,241 153,664

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 417,241 153,664

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

(1) 連結の範囲の重要な変更

第１四半期連結会計期間より、新たに事業を開始したSomar Europe B.V. 及び SOMAR VIETNAM CORPORATION

Co.,Ltd.を連結の範囲に含めております。

 

(2) 持分法適用の範囲の重要な変更

該当事項はありません。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四

半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　2018年４月１日
至　2018年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2019年４月１日
至　2019年12月31日）

減価償却費 241,383千円 250,023千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自2018年４月１日　至2018年12月31日）

１．配当に関する事項

配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額

（千円）
配当の原資

1株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日

2018年６月27日

定時株主総会
普通株式 97,059 利益剰余金 50 2018年３月31日 2018年６月28日

 

２．株主資本の金額の著しい変動

　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自2019年４月１日　至2019年12月31日）

１．配当に関する事項

配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額

（千円）
配当の原資

1株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日

2019年６月26日

定時株主総会
普通株式 97,031 利益剰余金 50 2019年３月31日 2019年６月27日

 

２．株主資本の金額の著しい変動

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自2018年４月１日　至2018年12月31日）

　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント
その他
（注）

合計
 

高機能材
料事業

環境材料
事業

食品材料
事業

計

売上高       

外部顧客への売上高 13,146,545 3,516,549 1,007,544 17,670,640 40,510 17,711,150

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － － － － －

計 13,146,545 3,516,549 1,007,544 17,670,640 40,510 17,711,150

セグメント利益又は損失（△） 940,473 2,229 78,339 1,021,042 △365 1,020,676

（注）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、新規開発事業等を含んでおります。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額

報告セグメント計 1,021,042

「その他」の区分の損失（△） △365

全社費用（注） △196,262

四半期連結損益計算書の営業利益 824,414

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自2019年４月１日　至2019年12月31日）

　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント
その他
（注）

合計
 

高機能材
料事業

環境材料
事業

食品材料
事業

計

売上高       

外部顧客への売上高 11,504,903 3,338,895 1,026,792 15,870,592 58,907 15,929,499

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － － － － －

計 11,504,903 3,338,895 1,026,792 15,870,592 58,907 15,929,499

セグメント利益 280,401 15,459 84,891 380,752 4,365 385,118

（注）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、新規開発事業等を含んでおります。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額

報告セグメント計 380,752

「その他」の区分の利益 4,365

全社費用（注） △193,870

四半期連結損益計算書の営業利益 191,247

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　2018年４月１日
至　2018年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2019年４月１日
至　2019年12月31日）

１株当たり四半期純利益 386円42銭 35円81銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益（千円） 749,997 69,486

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期

純利益（千円）
749,997 69,486

普通株式の期中平均株式数（千株） 1,940 1,940

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

  2020年２月７日

ソマール株式会社   

取締役会　御中   

 

 有限責任監査法人トーマツ  

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 三澤　　幸之助　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 大竹　　貴也　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているソマール株式会
社の2019年４月１日から2020年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2019年10月１日から2019年12月
31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2019年４月１日から2019年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわ
ち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行っ
た。
 
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財
務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を
作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
 
監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する
結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し
て四半期レビューを行った。
　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質
問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認
められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 
監査人の結論
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め
られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ソマール株式会社及び連結子会社の2019年12月31日現在の財政状態及
び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な
点において認められなかった。
 
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
 

以　上
 
 
　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。
２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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